
TTC 定例山行実施記録表 ２０１１年１月 10 日 報告者：佐藤末治

山行名 箱根駒ヶ岳・神山新年山行 [1356ｍ・1438ｍ 神奈川県]

実施日 ２０１１年１月８日（土） 日帰り 公共交通利用

天候／参加人員 天候：晴れ レベル：★ 参加人員： 22 名 (男７名/女 15 人)

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ： ＳＬ／計画： 会計： 救護： 氏 名 削 除

参加メンバー A 班

B 班 氏 名 削 除

C 班

費用

￥ 3,730 ＋ 小 田 原

までの交通費*

（ * 本 厚 木 から片 道

\440x2＝\880）

[内訳] 往路：伊豆箱根ﾊﾞｽ（小田原～箱根園）￥1,270、駒ヶ岳ﾛｰﾌﾟｳｪｲ(￥620)8 名以上団体割\560、

復路：箱根ﾛｰﾌﾟｳｪｲ（大涌谷～早雲山:￥820）15 名以上団体割\700、ｹｰﾌﾞﾙｶｰ（早雲山～強羅）￥

410、箱根登山鉄道（強羅～小田原）￥650 合計￥3,770-

ﾛｰﾌﾟｳｪｲ料金（￥620＋￥820）￥1,440 は団体割引で（￥560＋￥700）￥1,260 となった。

参加者よりﾛｰﾌﾟｳｪｲ代として￥1,400 を徴収、差額￥140×22 名＝￥3,080 を TTC ｶﾝﾊﾟ金とした。

歩行時間 休憩時間 行動時間

ガイドブック 2:10

計画 2:55 1:00 3:55

歩行・行動時間

実行 2:56 1:01 3:57

行動時間比(実行／計画) 1.009

歩行時間比(実行／計画) 1.006

歩行時間比(実行／ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ) 1.354

実行コースタイム記録

集合 伊豆箱根ﾊﾞｽ ﾛｰﾌﾟｳｪｲ 5 1:30 10

本厚木＝＝小田原＝＝＝箱根園～～～駒ヶ岳山頂駅―――駒ヶ岳頂上―――神山頂上―――冠ヶ岳分岐

7:32    8:10 8:40     9:55 10:10     10:20 10:30          10:35 10:50       12:20 13:00           13:10

5 5 1:01 ﾛｰﾌﾟｳｪｲ ｹｰﾌﾞﾙｶｰ 箱根登山鉄道

―――冠ヶ岳――分岐――大涌谷～～～早雲山＝＝＝強羅＝＝＝箱根湯本＝＝＝小田原＝＝＝本厚木

13:15 13:21   13:26   14:27 14:45   14:53 15:15  15:24 15:38  16:20 16:22    16:39 16:41      17:25

コースの概要、特記事項、反省事項等

新年山行にふさわしい好天に恵まれ気分も最高、小田原からﾊﾞｽにゆられてｽﾀｰﾄ地点の箱根園に向かう。ここ

から駒ヶ岳山頂に向かうﾛｰﾌﾟｳｪｲのｱﾅｳﾝｽでは、山頂の気温は－６℃とのこと。風もなく穏やかな陽気のためさほ

ど寒さも感じないが、空気がピンと張詰めて気持ちが良い。準備体操を入念に済ませて、まず駒ヶ岳の最高地点

にある箱根神社別院に向かう。ここで今年の安全登山を祈願して参拝する。5 合目付近まで雪化粧した雄大な富

士山が眼前にせまる。駒ヶ岳から神山へはまず笹原の狭い登山道を下るが、凍りついた雪に覆われ歩きにくい。

本道に合流するとさらに雪の量が増したため、ｱｲｾﾞﾝを着装する。気温が低いためほとんど汗もかかないが、慎重

に歩を進めたため予定より 15 分遅れで最高峰の神山に到着する。我々と同じﾊﾞｽに乗り、反対側の大涌谷から登

ったｸﾞﾙｰﾌﾟがすでに山頂で食事をしていた。ｱｲｾﾞﾝを着けずに登ってきたようだ。TTC と違い安全登山の意識が疑

われる。山頂は平で結構広く、昼食には最高の場所だ。風もなく穏やかな日溜りでの食事に満足して 40 分も休ん

でしまった。

冠ヶ岳は山頂が狭いため希望者のみとしたが、以外に多くて 15 名ものﾒﾝﾊﾞｰが登って行った。さぞかし山頂は

窮屈であったろうと思う。ここから大涌谷までの急坂の下りが本日の要注意区間。北斜面のため雪も多くｱｲｾﾞﾝを

効かせて慎重に下る。大涌谷は沢山の観光客で賑わっており、我々のような登山者は少ない。時間が予定より遅

れており、新年会の予約時間に間に合うか心配になってきた。整理体操は省略し、ﾄｲﾚとお土産の黒たまごを調

達してﾛｰﾌﾟｳｪｲに急ぐ。このﾛｰﾌﾟｳｪｲの窓から見る大涌谷の爆裂火口は何度見ても雄大で感動する。ﾛｰﾌﾟｳｪｲ、ｹ

ｰﾌﾞﾙｶｰ、登山鉄道と乗り継いで箱根湯本に着く。小田急への乗換え時間はわずか 2 分しかなく、大慌てでﾎｰﾑを

かける。小田原の乗換えもせわしなく、ここで 2 名のﾒﾝﾊﾞｰが乗遅れてしまった。22 名のﾊﾟｰﾃｨだと余裕のない乗換

えはむずかしいことをあらためて実感する。

本厚木北口の「坐・和民」にて予定より 30 分遅れの新年会を開催する。山には参加出来なかったが、にぎやか

なのが大好きな Sk さんと Kt さんはすでに席について我々の到着を待っていた。総勢 21 名の参加で、まず My さ

んの新年の挨拶と乾杯の音頭で宴会がｽﾀｰﾄ。各自好きなﾒﾆｭｰと飲み物を注文して、なごやかな新年会であっ

た。何より今年大大台を迎えられる Km さんにご参加いただいたのはうれしかった。 以上


